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：農業の経済的調整の基礎

J．　1〕．　：B烈ck

　われわれが家を建てたり，道路を建設する場

合にはまず立派な基礎を作らなければならな

い。併し，軍団には家も道路も極めて不安定な

基礎の上に立っている事実をし球しば見受け

る。農業に於ても良い基礎の上に立っていない

調整のやり方が見受けられてきた。農業調整の

健金な基礎としての基本的籟識について以下あ

る程度詳細に論じてみたい。

　世界を廻っていつも感ずることは，人々が改

革や講整を行うに当って，とても急ぎすぎると

いうことだ。私達が聰れた調整計函を行うに当

って基礎知識を集めるため著不の時が必要であ

ると提言すると，そんな曜はないとか，金がか

かりすぎるとかいうのが解答である。その結果

仕事にとりかかっても，まるで砂の上に立って

調整計爾をたてていくようなものである。私ほ

立派な基礎として必要な基本的知識を以下五項

穣にわけて論じることとする。

　第一のものは基本約或は霞然的要素で，気醗，

土鞄，水などが含まれる。気饒が生産に及ぼす

捌約については，われわれは誰でも気付いてい

る。この気候に関する資料を葬常に精密に検討

することがどの調整，計函にとっても必要であ

る◎同康に土醜に闘しても地形とか土質につい

て，洪水に降して詳細な知識を得なければなら

ない。

　第二の要素は人間である。前述した自然的要

素を利用し請発するものは農民であり，したが

って本人，その妻，その手洪の教育にかかって

いる。亦教育と並んで農昆の経験も大切であ

る。開発及び改革に間しては人間の社会学的様

相も大切な要因となろう。世界或は生産に関連

する人的要素において，一番重要な差異2）一つ

は耕地一平方狸当りの人口密度である。

　第三は祉会的，経済的団体の形である。農業

調整の仕事は，学校，教会，審院，市場，交通

機関，通信機関といった団体に負うところ多大

なものがある。しかしこれらの数が充分多く，

：立派に組織化きれておれば，調整の問題は之ら

が存在していない場含に比べて，ずっと容易で
ゆ　　ヲ　　　う

のつり。

　第四は土地利扇の型である。土地利用の型は

先に述べた自然，人間，社会経済的磁体の三つ

の要素と密接につながって決定きれる。土地利

用：D型に於て必要とされる知識は，現在のもの

のみならず，将来どう利手きれるかという可能

牲に関する知識でもある◎土咄利用，農場の大

きき，作物及び家畜の種類，これら作物及び家

畜の有機的構成，生産的肇業転滋等の知識も求

められるべきことのうちにふくまれている。農

業試験場に行けば改良を行うに役立つ知識が求

められ，叉，農民自身は畏年の経験を通じて十

分に多くの知識をもつている。これら農民の経

験を問いただす労さえいとはなζナれぽ，それは

他の農民に役立てられるであろう。このごとく

して各地域に於ける農業経営を研究すれば，成

功した捌，失敗した例を明かにすることが出来

るであろう。若し，これらの詑録を集め，蝉折

すれば，調整に役立つ脊益な鰯識が大量に得ら

れるに違いない。

　第五番目のものは土瞳利用の成功ということ

である。これは以h述べた四つの基礎条件の総

合に依て形威きれる。土地利罵の成功の度合を

はかる尺度にもいろいろあるが，一つは取得と

いうこと，もう一つは一人当りの生産高，きら

には生活水準というものも成功か否かを計るも

のさしとなる。農民が何を，叉どれ程栄養分の

あるものを食：べるか・どんな家に窪み，どんな

着物を着るか，子供に受けきせる教育の程度，

医者や歯医者の診察を十分に受けているか，ラ

ジオ，雑誌，本，テレビ，レクリエーションは

どうかという問題も大切である。土亀，作物，

婆



家畜といったことだけが成功の度合いを示すも

のであると考えるのは誤りで，生活水準，資源，

それを用いる方法についての立入つた調整が必

要である。

　璽情の異った各睡域にたいする知識を上述の

五つの基本的要素にてらして集めるとき，今そ

れぞれの地域に応じた多くの有用な知識を挺齎

することが寓来るのである。そしてこの知識は

農業の経済的講整を行う各団体にとっても，暦

学狡に於ける教育のためにも役立つものであ

る。

　以上の結論として，こういった型の知識が如

伺に役立ちうるものかということを示すために

一つの実例を紹介しよう。中国では北西部と中

央東部との朗に非常に重要な差が認められる。

1920年代（大正9年乃至昭和5年）の初期私が

癖京大学で農業経済学の教授をしていた蒔・学

生の話によると，遜逸仙は「藩者よ，北西部え

行け」と盛んに勧めていたとのことであった：。

それでは，北西都は曲学東部と比較してどのよ

うな状態であったかというと，耕地面積一平雪

男当り農民の人潤密度は北西部では約700，申

央衷部では1。600であったQ計算の結果分つた

ことは，一入当りの生産高は中央上部の一・番人

口密度の高いところほど高く，人口密度が約半

分の北西部では一人当り生産高も人目密度が低

いにも抱らず，申央守部の半分であった。しか

も生活水準も非常に違い，混一菓部の方が北西

部よりも良い生活を送っていた。北西部では着

物きえろくにないため冬の閣は家から外に重れ

るのはたった一人だけで，ほかの家族は家の中

にちじこまっているといったひどい状態であっ

た。北酒部で生活水準が低い理由は主として天

然資源の欠乏に由来している。耕f乍期閥は短

’く，降雨量も少く，降るには降っても短い時闘

に大量に降るといった配分の悪さが目立ち，地

勢も良くない。一方申央東部では，耕作期聞が

長く，二毛作も歯来るし1水の供給も安定して

いて凶作は殆んどない。それなのに遜逸仙は若

，者が北西部に行くように勧めた。丁度われわれ

が農業の経済的調整についての基礎知識に開す

る研究を発表したとき．上海の新聞に面白い漫

颪がのった。この漫画には二つのグループが描

かれていて，一つのグループの脚達は良い着物

を着，ステッキをもつて「北え行け」と叫び，他

のグループの入達はポロをまとって，r繭東へ進

め」と主張している。実際のところ，私が申開を

去るまでは入爾は北西から南渠え流れていた。

農地を買うなち入に1密度の一番高いところを選

んでそこに落着こうというのは此のような悟勢

を知っている人々にして出来ることである。

　　　　　（前アメリカ交響経済委員会部長）
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